
広がる義務教育の保護者負担ゼロ

学用品費 10区千代田、港、台東、品川、大田、中野、
荒川、板橋、足立、葛飾

修学旅行費 12区台東、墨田、江東、品川、中野、北、荒川、
板橋、練馬、足立、葛飾、江戸川

移動教室 11区港、台東、墨田、江東、目黒、中野、北、
荒川、板橋、足立、葛飾

入学準備金支給 ４区

４区

新宿、文教、足立（以上、区立以外も）
品川（制服代負担軽減として）

新宿、中野、文教、杉並区立以外の学校
給食費補助

無償化対象 実　　施　　区 合計

区議会第２回定例会号
2026年

渋谷区宇田川町１－１ 渋谷区役所内
TEL 3463－1038　FAX 5458－4963

日本共産党 日本共産党渋谷区議団へのご意見・ご要望を、
ぜひお寄せください。
ホームページ　https://www.jcp-shibuya.jp●E-mail  info@jcp-shibuya.jp

　高市政権は、「戦争
する国づくり」と９条
改憲へと暴走していま
す。
　日本共産党区議団は、
牛尾まさみ団長が代表
質間で憲法９条を守る
世論と運動の広がりを
示して、９条改憲に反
対するよう求めました。 そして、９条改憲へ

●物価高騰・資材不足の実態調査、
相談窓口の設置
●無収入や赤字になった中小業者
への助成
●区の無利子融資の要件緩和

　長引く物価高騰に加え、
イラン戦争の影響による物
価高・資材不足が、くらし
と中小業者の営業に深刻な
影響を与えています。
　党区議団は、４月にくら
し・営業を守る緊急要請を
行ったのに続き、本会議で
も現場の声を突きつけて、
対策を実施するよう長谷部
区長に求めました。

●「材料が入らず仕事ができ
ない」「これでは多数の業
者が倒産する」(建設業)
●「包装材が値上がりし入手
困難、販売が続けられるか不安」(小売
業)
●「医療用手袋が手に入らず診療に支障
が出ている」(医療機関)

国に対して、消費税一律5%減税、
持続化給付金等の支給を求める

イラン戦争の
影響による 物価高騰・資材不足から、くらしと営業を守る

高市政権による
「戦争する国づくり」
●年間35兆円・１人28万円
　もの大軍拡へ
●敵基地攻撃ミサイル配備
●武器輸出全面解禁
●国家情報会議設置

日本共産党区議団の提案

　党区議団は、毎議会で
区独自の給付制奨学金の
実施を求めています。
●給付制奨学金を実施し
ている区
足立区、千代田区、
品川区、港区

　教育は家庭の責任でなく、
社会で支える。物価高騰が子
育て世帯のくらしを直撃してい
るときだけに、教育費負担の
軽減が切実に求められていま
す。
　いがらし千代子議員は、23
区内でも区独自の負担軽減が
広がっている実態を明らかにし、
区長に実現を迫りました。

いまこそ、義務教育の保護者負担ゼロを

現場の悲鳴を区長に訴え

区 議  会
第２回定例会 戦争反対・９条守れ 主権者は私たち

区として
給付制奨学金の

実施を

区政・くらしのアンケートにとりくんでいます。
ぜひ、ご協力をお願いします。

5.3憲法大集会に５万人

左から、牛尾まさみ、いがらし千代子、田中まさやの各区議会議員
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区民の願い届ける請願採択に全力

住民から提出された請願の表決結果

請　　　　願

渋谷区立玉川上水旧水路緑道の管理に関して町会その他地域住
民の意見聴取を求め、イベント開催に条件を課す請願
国に対してＯＴＣ類似薬の追加負担を行わないことを求める意
見書についての請願 

不採択 ○ × × × ○○

結　果

オリンパス本社跡地再開発について、住民への説明の継続と住
民合意の尊重を求める請願

○ ○×

不採択 ○ × × × ×○ ○ ××

不採択 ○ × × ○ ×× × ××
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①「利用者の安全確保」や「利便性」を目的
にする一方、沿道住民などが「静かに、安全・
安心に暮らすための配慮」が欠落。
②指定管理者の営利目的の自主事業や民間事
業者のイベント等に公共性があるか疑問。
③京王電鉄など４者でつくる「一般社団法人
ササハタハツまちラボ」を「運営に参加す
る候補者」とすることは公平性に疑念。

●指定管理者となる民間事業者に
管理が委ねられれば、住環境へ
の配慮よりも商業的利用が優先、
拡大されかねない。
●住民の苦情、要望等への住民対
応は指定管理者の責任とされ、
区の責任が後退する。

　三井不動産レジデンシャルは、
幡ヶ谷２丁目・オリンパス跡地に
地上45m430戸の分譲マンションを
建設します。マンションの駐車場
（車とバイク146台）の出入口を水
道道路側につくるために、区は７
号通り公園を移設する計画です。
　この計画に対して住民から説明
会の継続と公園移設の白紙撤回を
求める請願が提出され、田中幹事
長が本会議で賛成討論をおこない
ました。

●住民は納得しておらず、住民の声を尊
重し説明会は継続すべきであり、計画
の強行は許されない。
●区立７号通り公園の移設は、交通安全
や住民の声を無視している。まちづく
りの主人公である住民の合意はなく、
撤回すべき。
●区民の声や住環境より、事業者の利益
を優先することは許されない。

　高市政権による健康保険法改悪によって、来年3月
から湿布薬、頭痛薬、抗アレルギー薬などOTC類似
薬の薬代の一部が保険給付から外され、患者負担は

最大3.5倍に増大します。住民からは負担増の中止を
求める請願が提出され、いがらし千代子議員が賛成
討論をおこないました。

住民によりそい、声を聞く区政を住民によりそい、声を聞く区政を

玉川上水旧水路緑道の管理に、住民や町会の声を玉川上水旧水路緑道の管理に、住民や町会の声を
　渋谷区が玉川上水旧水路緑
道を指定管理者に管理運営さ
せるための「公募要項」と「業
務仕様書」が明らかになりまし
た。これに対して、住民から「緑
道管理に地域住民の声を」と
の請願が提出されました。
　党区議団は紹介議員となり、
牛尾団長が本会議で賛成討論
をおこなうなど、採択に全力を
あげました。

●「公募要項」や「業務仕様書」の問題点
(「緑道沿道住民の会」の請願より抜粋) 牛尾まさみ団長の賛成討論

住民の声生かし、指定管理
導入やめ区が直接管理を

オリンパス本社跡地再開発計画‒住民の声より開発事業者優先は許さないオリンパス本社跡地再開発計画‒住民の声より開発事業者優先は許さない
住民への説明会の継続と７号通り公園の移設撤回を住民への説明会の継続と７号通り公園の移設撤回を

患者負担３．５倍に！  ＯＴＣ類似薬の追加負担は中止を患者負担３．５倍に！  ＯＴＣ類似薬の追加負担は中止を

住民の声より事業者に便宜

駐車場の出入口にしようとしている７号通り公園

田中まさや幹事長の賛成討論
　７号通り公園を移設してマンション駐車
場の出入口にする計画は、住民無視で区と
事業者が一体となって進めている。




